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【目的】

筆者らはオープンスペース理論を展開し球技戦術の統一１）２）３）４）を行い現在に至っている。オー

プンスペースには攻撃時には主に利用するものと作るものがあるが、総じて空間的オープンスペー

ス（Open Space : 以下 O.S.）、時間的O.S.、心理的O.S.、技術的O.S.、体力的O.S.、環境的O.S に

分類することができる。戦術と技術は相対関係にあり、技術レベルが戦術の幅を決め、戦術はその

戦術にあった技術水準を要求する。個人種目では個人の技術が、集団種目では個の技術と個々の連

携などの集団技術（＝戦術）が必要となる。

斯くように戦術を統一してきた理論の検証には実践における分析が必要であり、実際のゲームの

視覚的保存並びに平易に分析を可能にするデータ内容のタイトル化、たとえば、得点シーンが見た

いならば「Goal」というタイトルで得点シーンだけが連続再生できるなどの加工が便利である。本

研究では筆者らが拙稿５）で行ったテニスゲームのデータベース化に加え、新旧のサッカーゲーム

を主にDVD化することを目的とした。

【方法及びデータの加工】

今回、新旧のVTRテープに録画されたデータをDVDおよびハードデスクに記録保存したが、

分析に使用し次第、エクセル上で図のようなデータの加工が可能である。データは架空である。編

集用ソフトは、既存の（株）エスケイネット社製「Monster VR（Mobile V）」である。

図　分析用データシートの一例

	Time	 ball	 player（A）	 player（B）	 play

	 	 pos.	 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14    1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

	00：00	 A	              ｐ	 	 pass

	00：01	 A	                   ｐ	 	 pass

	00：03	 A	        ｄ	 	 	         drib

	00：06	 A	        p	 	 pass

	00：08	 Ｂ	                                           pi		 intercept

	00：10	 B	                                          ｐ	 	 pass
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「解説」

Aチーム対Bチームのサッカーの試合、各チームの1から14は後退を含めての選手。00:00 Aチー

ムの 10 のパス（キックオフ）で試合開始、11 にパスがわたり 11 は（8へ）パス、8はドリブル後

パス（00：06）、パスがBチームの 4にインターセプトされ、４はパスを・・・

図のようなエクセルのデータシートを作った後、例えばAチーム 8の列を選択して再生すると、

8のプレーだけが連続再生できる。項目を任意に設定することにより必要とするデータ映像だけを

取り出して再生することが可能である。

【結果】

DVDおよびハードディスクに記録した試合を次に列挙する。

World Cup Soccer 1994 USA

アメリカ：スイス、イタリア：アイルランド、アルゼンチン：ギリシャ、イタリア：ノルウェー、

イタリア：メキシコ、オランダ：アイルランド、オランダ：サウジアラビア、コロンビア：スイス、

サウジアラビア：モロッコ、サウジアラビア：スウェーデン、スペイン：スイス、スペイン：韓国、

ドイツ：ボリビア、ナイジェリア：イタリア、ナイジェリア：ギリシャ、ブラジル：USA、ブラジ

ル：スウェーデン、ブルガリア：ギリシャ、ベルギー：サウジアラビア、ベルギー：モロッコ、ボ

リビア：スペイン、メキシコ：アイルランド、メキシコ：ブルガリア、モロッコ：オランダ、ルー

マニア：アルゼンチン、ルーマニア：スイス、ロシア：カメルーン、韓国：ボリビア、アイルランド：

ノルウェー、アメリカ：コロンビア、アメリカ：ルーマニア、アルゼンチン：ブルガリア、コロン

ビア：ルーマニア、スウェーデン：ロシア、ドイツ：韓国、ノルウェー：メキシコ、カメルーン：

スウェーデン、ナイジェリア：ブルガリア、ブラジル：カメルーン、ベルギー：オランダ、ベルギー：

ドイツ、ドイツ：スペイン

World Cup Soccer 1986 Mexico

アルゼンチン：ベルギー、アルゼンチン：西ドイツ、アルゼンチン：韓国、イタリア：アルゼンチン、

ソビエト：ベルギー、ブラジル：フランス、ブラジル：スペイン、フランス：イタリア、メキシコ：

ベルギー、準々決勝アルゼンチン：イングランド、準々決勝ベルギー：スペイン、準々決勝西ドイツ：

メキシコ、準決勝アルマニア：フランス　他

World Cup Soccer 1998 France

アルゼンチン：オランダ（後半 30 分）、イタリア：フランス、フランス：クロアチア、ルーマニア：

チュニジア、アルゼンチン：イングランド、オランダーアルゼンチン、日本：ジャマイカ、ブラジル：

デンマーク、準決勝イタリア：フランス、Deutschland：Bulgaria、

１次リーグハイライト１、1次リーグハイライト２、トーナメント 1Rハイライト 1、トーナメント
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１R　ハイライト２　他

World Cup Soccer 2011（Women）Germany

日本：ニュージーランド、日本：メキシコ、日本：イングランド、日本：ドイツ、準決勝日本：ス

ウェーデン、決勝日本：アメリカ

ヨーロッパ選手権 1996

Bulgaria：Romania、Croatia：Poltugal、Czech Republic：Italy、France：Spain、

Germany：Croatia、Italy：Germany、Netherlands：England、Netherlands：Scotland、

Spain：Bulgaria、スウェーデン−フランス、他

イタリアリーグ（Serie A）

ビチェンツア：ペルージャ、ウディネーゼ：ユベントス、ペルージャ：サレルニタナ、アタランタ：

ユベントス、ローマ：ユベントス、サレルニタナ：ペルージャ、バリ：ミラン

ミラン：ペルージャ、インテル：ボローニャ、パルマ：ラツィオ、ユベントス：ペルージャ、イン

テル：ピアチェンツァ、ユベントス：ボローニャ、バリ：インテル

Serie A 96-7

フィオレンティーナ：ミラン、ユベントス：フィオレンティーナ、ヴィチェンツァ：ユベントス、

1-4 節ダイジェスト、インテル：ACミラン、Piacenza：Lecce、Cremonese：ACミラン、インテル：

パルマ

Serie A 94-95

ミラン：サンワードリア、ローマ：カリアリ、ACミラン：ユベントス、パルマ：フォッジア、AC

ミラン：インテル、ローマ：ラツィオ

Serie A 93-94

ACミラン：インテル、パルマ：ASローマ、ミラン：パルマ、ジェノア：インテル

UEFAチャンピオンズリーグ 1995

サンプドリア：ドルトムント、ユベントス：ディナモキエフ　バイヤーレバークーゼン：レアルマ

ドリード、バイエルンミュンヘン：ドルトムント、ユベントス：モナコ、ボルチアドルトムント：

カラタサライ、アイトオーフェン：ベンフィカ、クロアチアザグレヴ：オリンピアコス、ユベントス：

ローゼンバーグ

準決勝バイエルレバークーゼン：パルマ、ユベントス：ボルシアドルトムント

その他

オリンピックATLANTA 1996　決勝 ブラジル：ナイジェリア

EURO2000 アムステルダムスタジアム予選リーグ　オランダ：フランス

スペインリーグ　バレンシア：Aマドリード、セルタ：Rマドリード



計算機センター　Vol. 33　2012

− 138 −

三菱ダイヤモンドサッカー　800 回放送記念ゴール特集

ヨーロッパ選手権 1988 オランダ：ソ連

EURO2000　ユーゴスラビア：スペイン

全仏オープンテニス選手権女子シングルス決勝　モニカ・セレス：サンチェス・ビカリオ、

全仏オープンテニス選手権男子ダブルス決勝

全仏オープンテニス選手権 1998 女子準決勝　セレス：ヒンギス

コンパックグランドスラムカップ 1998　BJORKMAN：PILIPPOUSSIS 

ラグビー　ニュージーランド：フランス　第２戦

男子世界ハンドボール選手権　日本：フランス
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